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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
十
一
号
の
改
正
規
定
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
派
遣
元
事
業
主
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の
作
成
及
び
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
労
働

者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
七
条

の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
三
月
」と
あ
る
の
は
、「
三
月（
平

成
二
十
二
年
二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
書
に
あ
つ
て
は
、
二
月
）」と

す
る
。

２

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
一
般
派
遣
元
事
業
主
（
同
法
第
二
条
第

六
号
に
規
定
す
る
一
般
派
遣
元
事
業
主
を
い
う
。）が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
手

続
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
二

事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実

施
を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

一

法
第
五
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
労
働
者

の
育
児
休
業
申
出
及
び
介
護
休
業
申
出
に
関
す
る
事

項^

法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ
る
者
に
該
当
す

る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
の
事
項

労
働
契
約
の
形
式
上
期
間
を
定
め
て
雇
用
さ
れ

て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
当
該
契
約
が
期
間
の
定

め
の
な
い
契
約
と
実
質
的
に
異
な
ら
な
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
第
五
条
第
一
項
各
号

及
び
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
期
間

の
定
め
の
な
い
契
約
に
基
づ
き
雇
用
さ
れ
る
労
働

者
で
あ
る
と
し
て
育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
の
対

象
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
判
断
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。

イ

有
期
労
働
契
約
の
雇
止
め
の
可
否
が
争
わ
れ

た
裁
判
例
に
お
け
る
判
断
の
過
程
に
お
い
て

は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
項
目
に
着
目
し
て
、
契

約
関
係
の
実
態
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

Ë

業
務
内
容
の
恒
常
性
・
臨
時
性
、
業
務
内

容
に
つ
い
て
の
正
社
員
と
の
同
一
性
の
有
無

等
労
働
者
の
従
事
す
る
業
務
の
客
観
的
内
容

ô

地
位
の
基
幹
性
・
臨
時
性
等
労
働
者
の
契

約
上
の
地
位
の
性
格

ã

継
続
雇
用
を
期
待
さ
せ
る
事
業
主
の
言
動

等
当
事
者
の
主
観
的
態
様

ß

更
新
の
有
無
・
回
数
、
更
新
の
手
続
の
厳

格
性
の
程
度
等
更
新
の
手
続
・
実
態

ç

同
様
の
地
位
に
あ
る
他
の
労
働
者
の
雇
止

め
の
有
無
等
他
の
労
働
者
の
更
新
状
況

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
及
び
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
愛
知
の
款
豊
田
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
、
西
加
茂
郡
」
を
「
、
み
よ
し
市
」
に
改
め
、
同
表
滋
賀
の
款

彦
根
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
、
東
浅
井
郡
、
伊
香
郡
」
を
削
り
、
同
表
福
岡
の
款
福
岡
中
央
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
、
前
原
市
、
筑
紫
郡
、
糸
島
郡
」
を
「
、
糸
島
市
、
筑
紫
郡
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
愛
知
の
款
豊
田
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
、
西
加
茂
郡
」
を
「
、
み
よ
し
市
」
に
改
め
、
同
表
滋
賀
の
款

長
浜
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
、
東
浅
井
郡
、
伊
香
郡
」
を
削
り
、
同
表
福
岡
の
款
福
岡
西
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
、
前
原
市
、
糸
島
郡
」
を
「
、
糸
島
市
」
に
改
め
る
。
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
愛
知
の
款
及
び
別
表
第
五
愛
知
の

款
の
改
正
規
定
は
、
同
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
九
号

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う

労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十

六
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
子
の
養
育
又
は

家
族
介
護
を
行
い
、
又
は
行
う
こ
と
と
な
る
労
働
者
の
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
平
成

十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
号
）
の
全
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

子
の
養
育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
い
、
又
は
行
う

こ
と
と
な
る
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と

の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
事
業
主

が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針

第
一

趣
旨

こ
の
指
針
は
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）に
定
め
る
事
項
に
関
し
、
子
の
養

育
又
は
家
族
の
介
護
を
行
い
、
又
は
行
う
こ
と
と
な
る

労
働
者
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
に
つ

い
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必

要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
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